
後期生徒会執行部選挙を行いました
～新しい執行部体制で四中をより良い学校にしていきましょう！～
１９日（火）の６時間目、後期生徒会執行部選挙をオンラインで行いました。立候補者は本館

１階の理科室から演説をし、各教室でモニターで視聴し、タブレット端末で投票するという形式

で行いました。もうずっとこの形式でやっているので、慣れてきたかと思います。

立ち会い演説は選挙管理委員の○○○○さん（2-1）の司会です

すめられ、選挙管理委員長の○○○○さん（3-3）から諸注意があり

ました。○○○○ん（2-3）、○○○○さん（2-2）、○○○○さん（2-

3）、○○○○さん（1-3）、○○○○さん（1-1）の５人の立候補者が

スライドを使いながら順に立ち会い演説をしました。

それぞれ「四中をもっと良くしたい」という強い思いのもと、 主に取

り組みたいこととして、次のようなことを挙げていました。「SDGｓ大会」

「学力upっぷ」（○○さん）、「１日１善運動」「読書名人」（○○さ

ん）、「レクレーションや校則改正」「居心地のいい学校に」（○さん）、

「校内のルールの明確化（校則の見直し）」「無言清掃の再実施」「あ

いさつ運動」（○○さん）、「アンケート箱の設置」「球技大会」（○○

さん）など具体的にやりたいこと、プランを披露し、「ぜひ投票をお願い

します！」と訴えました。

そして投票の結果、５人全員が信任されました。これからよろしくお

願いします。一緒に四中をより良い学校にしていきましょう。

前期執行部の○○○○さん（2-3）、○○○○さん（2-2）、○○○

○さん（2-3）、○○○○さん（2-3）、○○○○さん（3-3）、○○○

○さん（3-3）、お疲れ様でした（引き続き執行部の人たちはよろしくお

願いしますね）。もう少し任期がありますので、最後までよろしくお願い

します。

言うまでもありませんが、「学校の主役」は皆さん一人ひとりです。

生徒会執行部の人たちや専門委員会の人たちだけでなく、四中生全

員にとって安心・安全で、より良い中学校生活を送るために、みなが自

覚を持って、ルール・マナーを守りながら、一日一日を大切に過ごして

いきましょう。

砂子小で小中交流会
２０日（水）の朝、砂子小にて、外国にルーツのある児童

生徒の交流会を行いました。中国の中 秋節にちなんで、ち
ちゆうしゆうせつ

ょうちん灯籠（ダンロン）を作りました。

１年生は昨年度までは中学生に教えてもらう立場でした

が、今年は立場が変わり、小学生に優しく教えてあげていま

した。また、今までは脇田小と砂子小、それぞれ2日間に分

けて出向いていましたが、２学期から脇田小が砂子小の敷

地内に引っ越ししましたので、一度に小学生の皆さんに会うことができました。短い時間でした

が、楽しい交流になりました。参加してくれた生徒の皆さん、ありがとう。

教育実習生の研究授業
１９日（火）の２時間目、教育実習生の○○○○さん(四

中卒業生)の研究授業を行いました。１年２・３組の男子の

「水泳」の授業でした。大学の 准教授、１年生の先生方、体
じゆん

育科の先生方に見守られながら一生懸命授業をしていまし

た。クロールの泳法について実践する授業でしたが、中身

の濃い授業ができていたと思います。

昨今、教師を志望する大学生が減少しています。この前

の「四中だより」に「中学生が将来就きたい職業」のアンケート結果を掲載しましたが、昔は「教

師」が常に上位にランキングされていました。しかし今ではランキングが大幅に下がり、人気のあ

る職業ではなくなってしまいました。とても残念です。私はこの仕事はやりがいのある素晴らしい

仕事だと思っています。野間さんの教育実習は今日で終わりです。ぜひ教師をめざして頑張って

ほしいと思います。

暑さ寒さも彼岸まで...
「暑さ寒さも彼岸まで」と言いますが、この週末は少し気温が下がるようです。毎年のように

ひ が ん

「今年の夏は異常な暑さ」と言われていますが、ようやく秋らしくなっていくのでしょうか。日もだ

いぶ短くなりましたね。「読書の秋」「食欲の秋」「運動の秋」「芸術の秋」「行楽の秋」など、

「秋」は様々な活動をするのに最適な季節です。くれぐれも「ゲーム三昧の秋」「スマホ（SNS)三
ざんまい

昧の秋」にならないように気をつけましょう。

明日９月２３日は「秋分の日」です。「祖先を敬い、亡くなった人をしのぶ日」として、１９４８

（昭和２３）年に制定されました。昼と夜の長さがほぼ等しくなる日とも言われています。秋分の

日を中心とした一週間を「秋彼岸」と言い、各家庭では家族そろってお墓参りに行ったり、祖先

を供養する法要が行われたりします。皆さんの家ではどうですか。
く よ う
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